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考古学から人類の本質を探る 
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考古学者

Jean-Paul Demoule
パリ第一大学教授。2002年に新設されたフランス国立事前考古学調査研究所の所長も兼ねる。2003年３月にACCU文化遺産保護協力事務所が奈良市で開催した「巨石文化国際会議－東西の先史遺跡比較」およびシンポジウム「謎の巨石文化を考える」に出席した。 

――国立事前考古学調査研究所で管轄する考古学的遺跡数はどのくらいですか。

まず、事前考古学とは、考古学的に意味のある土地で開発計画がある場合、開発によるダメージを未然に防ぐための調査のことです。調査資金は開発業者が負担すると定められています。 

　フランスの国中に何百万件という救済すべき遺跡があり、毎年2,000から3,000の遺跡で発掘が行われています。この数字は、日本と比較するとずっと少ないのですよ。日本では、1万から１万２千件の発掘が行われています。考古学遺跡の救済に関しては、日本は世界でもっとも組織的に行っていると思います。日本には7,000人の考古学者がいるそうですが、これはフランスの２倍の数です。発掘のための費用は、フランスの10倍は使われているのではないかと思います。私たちにとって、日本はいわばモデルなので、それが今回日本への招聘を喜んで受けた理由のひとつです。 
――今回出席された国際会議のテーマ、巨石文化とは何を意味するのでしょうか。 

　巨石文化(Megalithic Culture)の厳密な定義といったものはありません。文字どおり「大きな」（Mega-）「石」(lith)を用いて作ったものですので、エジプトのピラミッドや、ヨーロッパのキリスト教の大聖堂なども広義の巨石建造物です。ただし、一般に巨石文化ということばは、先史時代や、現代でもインドやインドネシアの伝統的な社会に見られる、巨石を用いたドルメン（支石墓）やメンヒル（立石）を指します。 

　同じような形状、規模の巨石記念物は、西ヨーロッパ、南アジア、東南アジア、東アジアなど世界のあちこちに見られ、歴史の発展過程でいくつかの要因が組み合わさって、この文化が生じると考えられます。世界のあちこちに生じた巨石文化は地理的、時間的に隔たりもあり、文化どうしの直接的な関連はありません。 

　巨石記念物が作られた理由は、社会階層を示すこと、領土を示すことなどいくつかあります。地中海に見られるように、一般に大陸よりも、土地が狭い島嶼部に、より大きな石造記念物が見られます。 

――今回の会議で、東洋と西洋の巨石文化を比較されて、どのような成果がありましたか。 

　日頃、アジア諸国の人や遺跡に直接接触することがとても難しいので、今回インド、韓国、インドネシア、そして日本の研究者の方々と情報交換できたことが有益でした。そして、方法論についての情報を得られたこと。それから、解釈方法の比較ができたこと。日本や韓国にある巨石記念物についての知識はありましたが、歴史的解釈については知りませんでしたので。今回の会議では、世界各地の巨石文化どうしの直接の関係はないことを確認し、しかしもっと奥深い共通要素があることを探って、この現象の総体的な説明にむけての洞察を導いたと思います。 

―― ところで考古学に興味をもったきっかけは何ですか。 

　両親も考古学に関心をもっていたので、子どものころから考古学の本に親しんでいて、７～８歳のころに古代エジプトやメソポタミアについてのお話を読み、魅了されました。一般的に、博物館は子どもにとっては退屈な場所ですが、私は大好きでした。 

――どんなところに心惹かれたのですか。　

ピラミッドなどで宝物や珍しいものを新発見するという、『インディ・ジョーンズ』的な冒険の要素に憧れていました。「子どものころ、考古学者になりたかった」というおとなにたくさん出会いますが、私の場合はそのまま興味が続き、大学でも勉強したのです。 

　大学生になってからは、ただ素敵な物を発見することよりも、古代社会を再構築することや、人類の進化を理解することに関心の対象が移りました。社会的不平等はなぜ生じるのか、それは自然なことなのか、あるいは運命か、戦争はなぜ起こるのか、なぜ農業が始まったのか、などです。 

　私は、先史時代とギリシャやエジプトといった有史時代の中間である、新石器時代を専門分野に選びました。農業が発明され、普及し、初めて複雑な社会が生じた時代です。ですから、日本の歴史でも、先史時代、縄文時代に関心があります。 
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――なぜ社会的不平等が生じるとお考えですか。　 

　運命でも、生物学的宿命でもなく、複数の要素から成って起こることだと思います。民族学的観察を行うと、有史以前に、たくさんの社会に、権力の勃興に抵抗するメカニズムが見られます。例えば、裕福な人物が死んだとき、その人の財産も一緒に埋葬してしまう。そうすると、不平等は定着せず、いったん解消されます。 

　ところが、ときにこの権力への抵抗のメカニズムが働かないことがあります。例えばエジプトの場合、権力に反対する人たちがいても、ナイル渓谷の外は砂漠ですから、他に行き場所がなかった。そこで、不平等が継続し、階層社会が芽生えるきっかけのひとつになったのです。 

　そのような社会では、社会の長があるイデオロギーをもち、人々をコントロールすることが必要になってきます。その考えを人々が受け入れれば、不平等もまかり通るのです。 

　不平等は、人々がそれを許容する社会に存在するシステムなのです。経済や環境といった客観的要因と、観念的な要因が組み合わさって生まれるもので、１つの要因で説明できるものではありません。ある特定の時間と場所に存在する社会それぞれに特有に、それぞれの要因の組み合わせがあって不平等が生じるのです。 

　巨石文化でも、人々はたいへんな労力をかけて、生活に必要でないものを作っています。つまり、「魂のために重要だから」と長が人々の説得に成功したということであり、これは不平等社会出現の証拠とも考えられます。 

――考古学研究から引き出される、現代の社会に通じるものは何でしょう。　 

　現在と未来を理解するためには、まず過去を理解して、「なぜ私たちは、いまここにいるのか」を知る必要があります。社会問題や環境問題だけでなく、気象についてもそうです。地球温暖化が、あたかも真新しいできごとのように語られています。ところが、先史や考古学の世界には、600万年前からの人類の歴史の情報がありますから、現在の気象の変化についてさらに情報収集すれば、これが真に劇的なものなのかどうか、考古学的に示すことができるはずです。 

―― 永い先史時代からの人類の歴史を俯瞰されて、普遍的な人間の本質にはどんなものがあるとお考えですか。　 

　一例を挙げれば、死と戦うことでしょう。人間にとって一番困難なことは死を受け入れることです。だから、人は宗教によって、死後も生き続けることを信じる手助けをしてもらったり、「これこれをすれば、死後幸せになりますよ」という誰かの言葉に自分を「操作される」ことを受け入れるのです。現代は、恐らく、人類史上初めて、宗教のない社会が存在している時代でしょう。文化によって考え方はそれぞれに異なっても、ゴールは同じ。いかに死を受け入れるかということです。 

　生物学的には、人類の発生は歴史の偶然によるもので、個々の人間は死んでしまうと何も残らないのですが、これは人間にとって受け入れ難いことです。 

　巨石は、それに対するひとつの解決法として作られたものだとも考えられます。巨石の下に死者の体を保存しようとしたり、リーダーや、時には一般の人の死を記憶にとどめるために。 

　ヨーロッパに存在する巨石記念物には、必ず遺体が保存されましたが、必ずしも今日まで保存されているとは限りません。 

　中には、大きな石を組んで石室を作ったものがあります。その部屋の中に遺体を置くわけですが、その部屋の扉が開くようにできている場合は、中に入ることで生者が死者と接触を持つことができることを意味します。 

　考古学は、人類史を初めから現在まですべて扱う唯一の科学だと思います。ですから、私たちはより広い視野で、地球に何が重要かを提案することができると考えています。私は、自分たちの学術的喜びだけでなく、社会への貢献のために発言することが重要だと考えていますので、機会があれば一般向けの本を書いたり、新聞やラジオのインタビューに応えるようにしています。 

―― 本日は、どうもありがとうございました。

（インタビュー：文化協力課　瀧本めぐみ） 
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